


記 

 

 

１ 日頃から、地元消防、警察など関係機関との連携を密にし、必要に応じて

地域住民等の協力を得るなど、防火、防犯体制の強化に努めること。 

 

２ 文化財の所有者、管理者に対し、文化財の周辺に木材等の可燃物類を置か

ないように管理を徹底すること。 

 

３ 修理現場においては、工事中の防火管理を徹底すること。 

 

４ 建造物の特性や周辺状況、通常の管理体制等に応じ、防火、防犯設備の設

置の推進に努めること。また、既に設置している場合には、設備が正常に

動作するか定期的に点検すること。さらに、建造物の周辺における火気

管理を徹底すること。 

 

５ 文化財収蔵施設等の周辺状況や管理体制等に応じ、防火、防犯設備の

設置の推進に努めること。また、既に設置している場合には、設備が正

常に動作するか定期的に点検すること。さらに、文化財収蔵施設等の周

辺における火気管理を徹底すること。 

 

６ 火災発生時の初期対応（通報、初期消火、文化財救出等）並びに延焼防止

策などを確実に実施できるように、防火設備の再点検や初期対応の体制を確認

するとともに、防火訓練の実施を徹底すること。 

 


